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137．「長万部見取絵図」保存修復事業

長万部町教育委員会　教育長　　近藤　英隆

＜修復前＞

長万部村見取絵図
270× 382mm

長万部村絵図
245× 325mm

長萬部絵図
270× 530mm

北海道

解説
　本資料は、明治 20年代後半から 30年代前半にかけて、当時の長万部村戸長であった川上十郎氏によっ
て作成された古地図 3点である。村の全域をくまなく詳細に描き、当時の地域状況を克明に記録した絵
図は道内でも例がなく、極めて希少な歴史資料と評価される。修復前はカビや虫害、紙の劣化が激しく、
展示に耐えない状態であった。今回の修復により、劣化の進行を食い止め、再び閲覧・利用が可能な状
態へと再生された。これは近代北海道史や地域史の研究、学校教育、観光事業への活用など、多方面で
の学術的・文化的な振興に寄与する大きな成果といえる。
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＜修復後＞

修復業者
　株式会社 大入

修復内容
　本事業では、専門の修復技術者により、文化財の長期的保存を目的とした処置が施された。まず劣化
状況の精査と写真撮影を行い、その後、各絵図の解体を実施した。水損によるカビが全面に付着してい
たため、物理的な除去作業に加え、染料の滲みに配慮した極微量の水分による本紙の伸ばし作業を行っ
た。その後、生麩糊と薄美濃紙を用いた肌裏打ちを施して脆弱な本紙を補強し、仮張りで平滑に乾燥さ
せた。最終的に、文化財用フォルダーや中性保存箱、あるいは元の表紙を用いた再製本によって、将来
にわたって安全に保管し、活用できる環境が整えられた。
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